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消費者庁の使命／人事企画室長より消費者庁の任務と組織

主な業務

総務、人事、予算・会計、機構・定員、法令審査、国会連絡、
情報システム、 政策評価、EBPM、防災、広報・報道対応

• 消費者行政の総合調整
• 基本的な政策等の企画・立案、推進（消費者基本計画等）
• 消費者安全法（財産事案）の執行
• 取引DPF消費者保護法を所管
• 不当寄附勧誘防止法を所管

• 消費者の利益の擁護及び増進に関する基本的な政策のうち
消費生活に関する制度の企画・立案、推進（消費者契約法等
を所管、適格消費者団体等の認定・監督）

• 消費者教育の推進
• 消費者教育推進会議の運営サポート
• 消費者に対する普及啓発
• 食品ロス削減の推進

• 地方消費者行政に関する政策の企画・立案、推進
• （独）国民生活センターを所管

• 特定商取引法、預託法等の企画・立案、執行

• 消費者安全法（生命身体分野）、
消費生活用製品安全法（重大製品事故報告）等を所管
• 食品安全基本法（総合調整、リスクコミュニケーション、
緊急時対応等）を所管
• 消費者安全調査委員会の調査の援助

• 景品表示法、家表法、住宅品確法、消費税転嫁対策特別措置
法を所管
• 食品表示法、健康増進法、米トレサ法、食品衛生法、JAS法の
執行

• 食品表示法、健康増進法、米トレサ法、食品衛生法、JAS法
の企画・立案等
• 保健機能食品制度の企画・立案等

• 消費者問題の現状や政策ニーズを把握するための調査を実施
• 消費者政策の実施状況などを取りまとめた消費者白書の作成
• 外国当局との連携推進

• 公益通報者保護制度の企画・立案、推進
• 消費者志向経営の推進、事業者との連携
• 物価関係業務（公共料金、国民生活安定緊急措置法等）

課名

内閣総理大臣

消費者庁の組織

内閣府特命担当大臣
（消費者及び食品安全）

内閣府副大臣

内閣府大臣政務官

消費者庁

消費者庁長官

次長

政策立案総括
審議官

審議官(4)

公文書監理官＊

＊関係のある他の職を占める者を
　もって充てる

参事官(３)

新未来創造戦略本部
（徳島県徳島市）

消費者安全調査委員会

(審議会等)

消費者教育推進会議

定員405名
(令和５年4月1日時点)

総務課

消費者政策課

消費者制度課

消費者教育推進課

地方協力課

消費者安全課

表示対策課

食品表示企画課

参事官
（調査研究・国際担当）

参事官
（公益通報・協働担当）

取引対策課

消費者庁の使命

～消費者行政の「舵取り役」として、消費者が主役となって、
　安心して安全で豊かに暮らすことができる社会を実現する。～

1
2
3
4
5

消費者・生活者の視点に立ち、国民全体の利益を考えます。
自らの仕事に誇りを持ち、強い責任感と高い志を持って職務を遂行します。
便利で分かりやすい情報を提供するよう心懸け、コミュニケーションを重視します。
専門性を向上させるため、日々、知見の獲得・深化に努め、その成果を具体的な結果として示します。
困難な課題であっても、できる方法を考え、挑戦し続けます。

私たちは、消費者庁の使命を実現するため、以下の指針にのっとって行動します。

消費者庁職員の

行動指針

消費者庁の

任務と組織

消費者庁は、消費者の利益の擁護及び増進、商品及び役務の消費者による自主的かつ合理的な選択の確保並び

に消費生活に密接に関連する物資の品質に関する表示に関する事務を行うことを任務として、平成21年に内閣

府の外局として発足しました。発足時の定員は202名でしたが、直面する政策課題は年々増大しており、現在、

定員は405名、9課2参事官体制となっています（令和5年4月1日時点）。組織は、庁全体の総合調整、人事、会計

など官房機能を担う部門、政策や制度の企画立案を行う部門、個別事案に対する法執行を担う部門などから

成っています。
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人事企画室長より 
～志望者へのメッセージ～

消費者庁は、設置されて僅か10余年しか経過しておりま

せん。また、定員も僅か400人程度にしか過ぎません。「霞が

関」の中では、歴史が浅く・規模の小さい組織です。したがっ

て、他省庁と比較し、「消費者庁で働く」ことに対する漠然と

した不安を覚えてしまうかもしれません。

しかし、ここにこそ、消費者庁で働くことの利点を見出すこ

とができると考えています。歴史の浅さは、白地のキャンパ

スに絵を描くかのように、過去を気にせず自由な政策論議

が可能であることを意味しますし、規模の小ささは、意欲さ

えあれば、年次が低くとも責任のある仕事を担当すること

が可能であることを意味します。

ただ忘れないでいただきたいのは、職員一人一人の責任

は非常に重大であるということです。皆さんが意欲的に取り

組めば消費者行政は一歩前進するでしょうし、怠ければ消

費者行政はその分だけ停滞することになるでしょう。つまり

は、良くも悪くも、個人のパフォーマンスが消費者行政の伸

張を左右してしまうのです。

「働く場所」とは、「『私以外に誰がやるのか』と使命感に震

え、『私ならばできる』と自信を覚え、『私はここで働きたい』

と希望に満ちた」場所であると考えています。これまで御覧

になったどの職員も、消費者行政を前進させるため、使命

感・自信・希望、そして幾許かの口惜しさをも抱きしめなが

ら、日々奮闘しています。消費者行政の新たな歴史を自らの

手で綴っていきたいという気概のある方がいらっしゃれば、

是非とも消費者庁の門を叩いていただければと思います。

斎藤 達夫
S a i t o  T a t s u o

消費者庁総務課
人事企画室長



普及啓発 自立した消費者の育成と持続可能な社会の実現のために普及啓発を実施

消費者行政推進体制の整備

消費者庁の主な業務消費者庁の主な業務

表　示

4

安　全

消費生活の「現場」を支える相談窓口や高齢消費者等を
消費者被害から守るための地域作りを支援

消費者庁の主な業務

5

景品表示法 食品表示法 家庭用品品質表示法

より良い商品・サービスを安心して選ぶために公正な表示のための制度運営・処分や
食品表示の制度運営を実施

安全な暮らしのために、消費者、事業者や行政機関等から、事故情報を集約し、
安全に関する注意喚起等を行う

消費者志向経営

消費者ホットライン188

見守りガイドブック

食品と放射能 Q＆A 消費者安全調査委員会 パンフレット

エシカル消費

社会への扉
-12のクイズで学ぶ自立した消費者-

食品ロス削減ガイドブック

取　引

消費者契約法 特定商取引法

悪質商法などから消費者を守るため、悪質事業者の処分や取引に関する制度整備を実施



08：30　起床、出勤準備
10：00　登庁、メールチェック
10：30　担当班内の打ち合わせ
12：00　お昼休み
13：00　他省庁・他班からの

照会案件対応
15：00　関係事業者へのヒアリング
17：00　関係省庁とのオンライン会議
18：45　翌日に対応する案件を確認し、

退庁
20：00　帰宅、家事
21：00　自由時間（SNSの確認等）
24：00　就寝

平日のスケジュール

1day

消費者政策課では、政府が講ずべき消費者政策の大
綱である「消費者基本計画」を策定し、関係省庁と連携
して施策を推進する中で、社会の変化に伴って多様化・
複雑化していく消費者問題への対応を行っています。
私は消費者政策課の総括係に所属し、関係省庁との
調整業務や消費者庁全体に関わる政策の取りまとめ
を担当してきました。消費者政策の舵取り役として、
庁内外の様々な関係者と議論・協働しながら、国民の
生活を守っていくことに責任とやりがいを感じています。
また、併任中のデジタル庁デジタル臨時行政調査会
事務局では、我が国のデジタル化を加速させるための
指針となる「構造改革のためのデジタル原則」を策定
し、誰一人取り残されない、人に優しいデジタル社会の
実現を目指して、既存のアナログな規制を一気呵成に
見直す改革に取り組んでいます。

係長
平成29年入庁
総合職（大卒）
平成29年　消費者安全課　総括係　
令和元年　総務課　調整係（令和２年に調整係長）
令和２年　消費者政策課　政策企画専門職（併任　新未来創造戦略本部員）
令和３年　総務課　総括第三係長（併任　新未来創造戦略本部員）
令和４年　現職

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴

青木 絵理
A o k i  E r i

係員
令和４年入庁
一般職（高卒）
令和４年　現職

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴

職員紹介 S ta f f  I n t roduc t i on
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A　心掛けていて改めて大
切だと思えるのは、「思いやり
の心」です。情報を発信する
際分かりやすく伝わるよう
に工夫するなど、当たり前の
ことかもしれませんが、信頼
関係にもつながる重要なも
のだと思います。

仕事をする上で
心掛けていることは？

Q

消費者庁に入庁してから
消費者庁に対する
イメージは変わりましたか？

A　思った以上にフラットな職場
です。入庁前、役所は上意下達の
文化と噂に聞いてビクビクしていま
したが、消費者庁は幹部との距離
も近く、高い視野での政策の在り
方を勉強することができ、一方、若
手の話もよく聞いてもらえます。

Q

10：00　起床
10：15　朝食
10：30　外出準備
12：00　友人と食事・遊びに出かける

（カラオケは2週に1度は行く）
22：00　帰宅
22：15　夕食
22：30　TV・Youtube鑑賞＆ゲーム
23：30　入浴等
01：30　就寝

08：00　起床
11：00　家族でパン作り→

焼きたてベーグルを
ほおばる

13：00　近所の散歩に出発
15：00　ふと見つけた

飲食店でまったり
18：00　子供たちとお風呂、

夕食、寝かしつけ
20：00　人事院留学の準備

（英語、大学院出願）
22：00　妻と雑談等
24：00　就寝

総務課
広報室

総務課
企画係

総務課企画係では主に、政務三役（大臣・副大臣・大臣政
務官）の関わる庁の重要案件の取りまとめ及び進捗管理、
また、政務と実際に政策を担当する各課とのパイプ役になり、
業務が円滑に進むよう調整をする業務を担っています。
総務課は具体的な政策立案機能を持たない一方、庁内
全体を見渡し、状況に応じて各課に意見を出し、関係課間の
調整を行う等、政策の最終成果物としてのクオリティを高め
る重要な砦となっています。各課の作成した資料や発言案、
答弁書に対し、文章の意味が分かりにくいのではないか、
もっとこうしたら良いのでは…ということを提案・調整し、効
率的かつ的確に関係者間で情報が伝わるよう差配します。
消費者行政に関する幅広い専門的知識、と専門的に偏りすぎ
ないフラットな目線の双方のバランスが求められる仕事です。

消費生活に関する
制度を改善し、
消費者の利益を守る。

消費者庁を
志望した理由は？

A　学生時代は15府省庁の説明
会に参加していましたが、中でも消
費者庁は国民に身近な視点で業務
に取り組み、日々の成果を国民生活
に直接還元させることができる点に
最も魅力を感じ、志望しました。

Q

12：00　起床、昼食
16：00　買物
19：00　夕食
21：00　家族や友人と電話
23：00　就寝

消費者
制度課

消費者
政策課

土方 健太郎
H i j i k a t a  K e n t a r o

犬飼 智香子
I n u k a i  C h i k a k o

係員
令和３年入庁
総合職（院卒）
令和３年　現職

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴
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活
を
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る
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休日のスケジュール

1day

休日のスケジュール

1day
休日のスケジュール1day

消費者庁を志望した理由は？

A　買うことや食べること、使う
ことなど「消費」は多岐にわたり
ます。この「消費」を切り口に、あ
らゆる人の生活を様々な場面
で守ったり支えたりできる仕事
に魅力を感じました。
また、仕事の成果が暮らしに
還元され、それを家族や友
人にも感じてもらえると人
事の方に言われたことも
理由の一つです。

Q私が所属している消費者制度課では、主に、
消費者と事業者間の不当な勧誘による契約
の取消しや不当な契約条項の無効等を規定
した消費者契約法、消費者の集団的な財産
的被害の回復を図る手続等を定めた消費者
裁判手続特例法という二つの法律と消費者
団体訴訟制度という制度を所管し、これらの
法制度の改善に向けた検討や周知啓発を
行っています。
私は消費者法制の抜本的な見直しを検討
する骨太の会議の運営業務を担当し、開催日
の調整や連絡業務、資料の用意などを行って
います。また、会議に関連した調査業務にも
従事し、消費者法制の参考となる海外法制
度をテーマに、委託業者や有識者の先生と
協力しながら進めています。より良い調査の
内容を日々検討しています。

総務課広報室は、主に消費者庁の日々の活
動を国民の皆様に知っていただくことを目的と
した業務をしています。
毎週定期的に実施している大臣会見・長官
会見が円滑に実施できるよう準備したり、各課
から公表する案件をどうすれば記者に大きく
取り上げていただけるのかなどを考え、各課へ
提案したりしています。
ニュースで消費者庁の“記者説明会“を見た
ことがある方も多いのではないでしょうか。
記者説明会は記者を対象とした説明会ですが、
映像がそのままテレビ等メディアで取り上げら
れることも多いため、重要な広報活動の一つ
になっています。会場の環境作りや、司会進行を
担当した説明会が新聞記事やテレビ等メディア
に取り上げられると、自分が行っていることが
国民の皆様にしっかりと伝わっているのだと実
感し、日々の業務遂行のエネルギーになります。

森山 滉平
M o r i y a m a  K o h e i

係員
令和３年入庁
総合職（大卒）
令和３年　現職
（令和４年からデジタル庁デジタル
　臨時行政調査会事務局併任）

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴
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坂上響平
S a k a u e  K y o h e i

係長
平成29年入庁
総合職（大卒）
平成29年　消費者制度課　総括係　
平成31年　内閣府民間資金等活用事業推進室　

総括係・法令係
令和３年　現職

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴

曽我 聖久
S o g a  M a s a h i s a

係員
令和3年入庁 
一般職（大卒）
令和３年　現職

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴

倉本 想
K u r a m o t o  S o

政策企画専門職
令和元年入庁
総合職（院卒）
令和元年　消費者安全課　事故調査室総括係　
令和２年　消費者安全課　総括係　
令和３年　内閣官房新型コロナウイルス等感染症対策

推進室
令和４年　取引対策課　法令班
令和４年　現職　

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴

職員紹介 S ta f f  I n t roduc t i on

地
域
の
消
費
者
行
政
の
課
題
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決
し
、

消
費
者
の
安
全
を
守
る
。

A　出張業務は、楽しいと感じた
とともに、貴重な経験でした。入庁
2年目にして、単独での出張業務
を任せていただき、消費者庁職員
の代表としての責任と自覚を持っ
て、地方公共団体の職員と打合せ
を行った経験は、大きな財産に
なっています。

現職で楽しいと
感じた業務は？

Q

A　サステナブルファッション
に関する関係省庁連携会議の
立ち上げはとてもやりがいがあ
りました。衣料の生産から着用、
廃棄に至るまで環境負荷を考
慮した持続可能なファッション
を推進すべく、経済産業省や環
境省と連携して施策検討、会議
立ち上げを行いました。

楽しいと感じた
業務は？

Q

07：00　自宅発　公共交通機関で移動
09：30　登山口到着　登山開始　

絶景スポットで写真撮影等
12：30　登頂、昼食
14：30　無事に下山
15：30　近くの温泉で疲労回復
16：30　温泉旅館の定食屋で食事
17：30　公共交通機関で帰宅

08：00　起床
10：00　登庁　新聞・メール確認
11：00　決裁案件の上司への説明
12：00　お昼休み
14：00　他課からの照会への対応
16：00　幹部レク
20：00　退庁
21：00　帰宅
24：00　就寝

地方
協力課

消費者
教育推進課

地方協力課は、地方公共団体、国民生活センター
等の関係機関との連携の下、地域における消費者
行政の推進・支援を目的とした様々な業務を実施し
ています。
私は、地方消費者行政に関する事業の実施を担
当しています。具体的には、消費生活トラブルへの相
談対応を行う「消費生活相談員」の担い手の確保を
目的とした事業や、地域の高齢者等の消費者を見
守る「見守りネットワーク」の活用促進を目的とした
事業の実施を担当し、消費者行政の現場における
諸課題の解決に向け、日々、事業の内容について
様々な検討を重ねています。
私の担当業務では、地方公共団体の職員や外部
の事業者・団体等と仕事をする機会が多くあり、
様々な考えや意見を踏まえながら、いかに意味のあ
る仕事をやり遂げることができるか、日々考えて取り
組むことに対し、非常にやりがいを感じています。

消費者教育推進課では、被害に遭わない消
費者のほか、持続可能な社会の実現のために
自分で考え行動する消費者を育成するため、教
育教材の開発・周知やSNS等の情報発信を通
じて、学校や地域等での実践的な消費者教育
の推進や、食品ロスの削減やサステナブル
ファッションといったエシカル消費の普及啓発
を行っています。
私は課の窓口となる総括担当として業務を
行っています。業務内容は幅広く、課外からの
照会に対する担当班への割り振り・回答の取り
まとめ、課の新規事業検討、迅速かつ正確な対
応が必要となる国会対応等に従事しています。
このほか、消費者教育の担い手の指針となる
「消費者教育の推進に関する基本的な方針」が
見直しの時期を迎えていることから、2022年
度内の変更（閣議決定）に向けて、課全体を見
る総括が主体となって関係各所との調整等を
行っています。

消
費
者
の
安
全
を
守
り
、

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
。

消費者庁を志望した理由は？

A　世の中の全ての人が消費者であり、その
全ての消費者が安心して買物をできるような
社会づくりという業務スケールの大きさに魅力
を感じたからです。また、学生の頃に身近な
友人が悪質なネットワークビジネスの勧誘
被害に遭ったというのも消費者庁を志望した
理由の一つです。

Q

消費者
安全課

私が所属する取引対策課では、消費者と
事業者の間で特にトラブルになりやすい
取引類型について特別のルールを設けて
いる特定商取引法を所管しており、法違反
行為をした悪質な事業者に対しては厳正
に行政処分を行うことなどによって、消費
者利益の保護を図っています。
一方で消費者を取り巻く社会経済情勢
等は日々変化しており、その実効性をより
一層担保するために、適時適切にルール
の在り方を見直していく必要があります。
現在は改正法の段階的な施行に向けて
必要な準備を進めており、また他省庁や
関係機関等と連携しながら、必要な周知
や対応を検討しています。幅広い専門性を
持った方々と共に、議論しながら制度設計
に携われることにやりがいを感じており、
暮らしに身近な制度を動かしている実感
を持ちながら、日々の業務に取り組んで
います。

取引
対策課

現職で楽しいと
感じた業務は？

A　政策に関わる方々との直接の
話を通じて、所管する法律等の理
解をより深めることができる点が、
とても有意義に感じています。例
えば、話す方のバックグラウンドに
よって、同じ法律問題でも視点は
異なります。そうした方々と関わり
ながら、消費者庁として示すべき
ものは何か、それをどう周知するか
を考えていくことが、とても重要な
経験だと感じています。

Q

09：30　登庁・本日のスケジュール確認
10：30　発注案件の方針相談・作業
12：00　お昼休み
13：30　他省庁等との打合せ・資料作成
16：00　他省庁等からの問合せ対応
18：00　国会対応・各種作業
19：00　関係機関資料確認や情報収集
21：30　翌日のスケジュールの調整・退庁

10：00　 起床
12：00　 自宅で昼食
13：30　 ジムで筋トレ
16：00 　友人と温泉へ♨
24：00 　就寝

小倉 翔太
O g u r a  S h o t a

係員
令和元年入庁
一般職（大卒）
令和元年　総務課　調整係　
令和３年　消費者安全課事故調査室　総括係　
令和４年　現職

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴

消費者安全課では消費者の生命・身体に関する安
全の確保を担っており、主な業務内容としては、①事
故情報の収集・活用、②食品安全に関する総合調整、
③事故調査があります。
①については、消費者安全法等の所管法令に基づ
いて収集した事故情報を分析し、注意喚起等に活用
することで消費者被害の未然防止に努めています。
②については、関係府省や地方公共団体と連携し、
リスクコミュニケーション（消費者、事業者、行政担当
者などの間で情報や意見をお互いに交換しようとい
うもの）の実施やパンフレット作成のほか、被災地食
品の魅力を伝えるイベントなどを行っています。
③については、消費者安全調査委員会にて選定した
事案に対して実際に事故調査を行い、事故原因や再
発防止策をまとめた報告書を公表した上で、関係機
関の長へ再発防止に資する意見出しを行っています。
私が担当する総括業務では、課の窓口となってこれ
らの業務について他課や他省庁との調整をし、課内
業務の方針決め等を行っています。また、実際に事故
が発生した現場に赴き、施設担当者へのヒアリング等
を行うこともあります。

取
引
に
関
す
る
法
令
を
駆
使
し

悪
質
な
事
業
者
か
ら
消
費
者
を
守
る
。

休日のスケジュール

1day

平日のスケジュール

1day

平日のスケジュール

1day
休日のスケジュール

1day
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08：15　起床～身支度
09：30　登庁、メール・スケジュールをチェック
10：00　メール対応、打合せの資料準備
12：00　お昼休み
13：00　会議の日程調整、他課室からの依頼対応
15：00　室内定例会議の資料作成、準備
17：00　契約事業についての手続き
19：00　翌日のスケジュール確認、退庁
20：00　帰宅、入浴
21：00　夕食の用意、お弁当作り
23：00　食事
24：00　就寝

07：00　起床
09：30　登庁　

⇒メール確認、一日のタスク整理
11：00　調査委託事業者との打合せ
12：00　昼休み
13：00　他部署からの発注対応
16：00　室内打合せ
17：00　資料作成
20：00　退庁
24：00　就寝

08：00　起床
09：15　当庁、始業
10：00　メールチェック
11：00　打合せ
12：00　お昼
13：00　来ていたメールの対応

15：00　打合せ
17：00　来ていたメールの対応
21：00　退庁
22：00　夕食
24：00　就寝

酒井 裕隆
S a k a i  H i r o t a k a

主査付
令和４年入庁
一般職（大卒）
令和４年　現職

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴

小高 俊太
K o d a k a  S h u n t a

主査付
平成30年入庁
一般職（大卒）
平成30年　消費者安全課　総括
令和３年　現職

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴

職員紹介 S ta f f  I n t roduc t i on

食品表示に関する
制度で消費者の
食卓を守る。

法
令
を
駆
使
し
、

適
正
に
商
品
を
選
択
で
き
る

環
境
を
整
え
る
。

A　一般消費者に対して行う政策
や、一般消費者が直接関わるもの
に対する法執行が行われるため、
個人的には中央省庁の中で一番
国民が身近に感じやすいのではと
思っています。中央省庁で行う業務
の中で国民がどのような受け止め
をするのかをできる限り感じたい
という方がいらっしゃったら、是非
消費者庁の説明会や官庁訪問に
参加してみてください。

消費者庁の魅力は？Q

現職で楽しいと感じた業務は？

A　スーパーの食品売り場に出
向き、食品の表示が適切にされ
ているか調査を行ったことです。
販売されている商品について、
食品表示の観点で一つ一つ調
査するという業務は、日頃から
スーパーの食品売り場を巡るの
が好きな私にとって非常に楽し
い業務でした。この業務がきっ
かけで、今まで以上に食品表示
に注目するようになりました。

Q

06：00　起床
09：00　登庁

メールの確認・返信
11：00　調査に係る資料の作成
15：00　事業者との面会
17：00　面談の内容について

メモを作成
20：30　翌日の予定を確認して

退庁

08：00　起床
10：00　溜まっていたテレビ番組の消化
14：00　近隣の店舗でウィンドウショッピング
16：00　週１で通っているスポーツジムで運動
19：00　家族と夕食
21：00　ゆっくりとお風呂に浸かる
24：00　就寝

表示対策課

参事官
（公益通報・協働担当）

食品表示
企画課

表示対策課では、事業者が商品やホーム
ページなどで行っている表示について、商品の
内容を誇張して表示していないか、事業者が
持つ商品に関する資料に沿った表示をしてい
るかの監視・指導を行い、表示の適正化を行う
ことを主な業務としています。
表示対策課が所管する法令で最も主要な
法律に「景品表示法」がありますが、事業者が
一般消費者に向けて行う商品・サービスの
表示に問題があれば、違反事業者に対して当
該法律に基づいた執行を行うことになります。
現在私はまさにこの法執行業務に携わり、景
品表示法違反のおそれがある表示について、
表示内容の根拠となる資料があるのかなどを
調査し、表示とその根拠が対応していない場合
には、「措置命令」という行政処分や行政指導
を行っています。

参事官（調査研究・国際担当）室は、主に調査業務とし
て、年に1回全都道府県を対象とした「消費者意識基本
調査」を実施し、その結果等を踏まえつつ、消費者事故
等や消費者政策の進捗を取りまとめた「消費者白書」を
公表しております。また国際業務として、ＯＥＣＤを始めと
する国際機関との連携、国際会議への出席や他国などと
の交渉を行っています。特に近年は、オンライン取引等
の国境を越える消費者問題が多様化しており、他国と
の緊密な連携が求められているところです。

参事官（公益通報・協働担当）では、
事業者との連携・協働という観点から
主に三つの業務を担っています。
①「消費者志向経営の推進」として、
あらゆる事業者に対し、消費者と共創・
協働して社会価値を向上させる「消費
者志向経営」の実践（消費者志向自主
宣言など）を呼び掛けています。
②違法行為について公益通報を行っ
た内部通報者が不当な取扱いを受け
ないよう保護する「公益通報者保護」で
す。法改正もあり、広報活動にも積極的
に取り組んでいます。
③「物価対策」として、消費者に与え
る影響を十分に考慮した物価の安定
に資する業務を行っています。

羽田 有希
H a d a  Y u k i

係員
令和２年入庁
一般職（大卒）
令和２年　表示対策課　総括係　
令和４年　現職

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴

デジタル推進室は、令和４年7月に新設された
組織で、私は主に室の総括業務と①職員の業務効
率化の向上に資する庁内DXの推進、②庁内の政
策評価・EBPM関連業務等を行っています。
EBPMとは、政策を場当たり的に実行すること
なく、政策目的を明確化した上で、エビデンスに基
づき政策立案から政策効果の把握をしていく取組
です。私はEBPMが庁内へ浸透・推進されるように、
各課と複数回にわたるディスカッション等を通じ
サポートを行っています。庁内DXの推進は、どのよ
うに導入したら職員の業務効率性を高められるか、
担当間で打合せを行いながら進めています。

参事官
（調査研究・国際担当）

事業者と連携・協働し、
消費者が安心できる
社会の実現を目指す。

フ
ロ
ー
を
見
直
し
、

消
費
者
庁
内
の

業
務
効
率
化
を
図
る
。

国
際
機
関
と
連
携
し
、

国
境
を
越
え
る

消
費
者
問
題
に
立
ち
向
か
う
。

名達 彩恵
N a d a c h i  H a n a e

係員
令和４年入庁
 一般職（大卒)
令和４年　現職　

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴

平日のスケジュール

1day

平日のスケジュール

1day

平日のスケジュール

1day

平日のスケジュール

1day
休日のスケジュール

1day

食品を購入する際、何の表示も見ずに手に
取る人はほとんどいないでしょう。食品表示は
「どの食品を選択するか、摂取するか」の重要な
判断材料になっています。食品表示企画課では、
消費者が求める情報が適切に表示されることで、
消費者の利益増進につながるよう、食品表示法に
基づいて、食品表示に関する制度を適切に企画・
立案・運用しています。皆様にも馴染みのある
ものとして特定保健用食品（いわゆるトクホ）や
機能性表示食品の制度運用も当課の業務です。
私は課の総括担当として、他省庁や他課との
連絡・調整を行う窓口業務や課内全体の取り
まとめを行っています。総括担当の業務は多岐
にわたり、課内全体の動きを広く把握することは
大変ではありますが、課の職員の支えになって
いることを実感しながら、業務一つ一つを大切
に日々業務に励んでいます。

中島 翔平
N a k a j i m a   S h o h e i

係員
令和2年入庁
一般職（大卒）
令和２年　総務課　企画係　
令和４年　現職

役 職
入庁年次
試験区分
経 歴

デジタル
推進室
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消費者教育推進課12 消費者教育推進課     13

Fairtrade
Coffee

消費者被害の減少のためには、消費者が被害に遭わないこと、だま

されないことが何よりも求められます。そして、成年年齢の引下げや

高齢化の進展等、消費者の多様化が進む中で、消費者教育の実践に

当たっては、各消費者の特性に応じたきめ細やかな対応が必要です。

消費者庁では、関係省庁と連携し、社会人も含めた若年者への切れ

目のない対応を図るため、出前講座事業の実施や事業者向けプログ

ラムの開発を行うとともに、デジタル関連トラブル防止を目的とした

高齢者向け教材の活用事例集を公表しました。

また、悪質商法に関する具体的手口等について注意喚起する啓発

チラシを各年代向けに作成したほか、「消費者力」を身に着けるため

の教材開発の検討を進めています。

実践的な消費者教育の
推進に向けて

特集
消費者被害の防止へ

SDGsへの関心が高まる中、持続可能な社会の実現のために、自分で考え積極的に行

動する消費者の育成も求められています。人や社会・環境に配慮した消費行動である

「エシカル消費」の普及啓発を行っており、教材や啓発資材の学校や地域での活用促進

のほか、他の年代と比較してSDGsへの意識の

高い若年層に訴求するため、Instagramを開

設する等の情報発信の強化に努めています。

また、環境負荷等の様々な社会課題が指摘

されている衣服に関して、その課題解決のた

め、経済産業省、環境省と共に、サステナブル

ファッションを推進しています。

エシカル消費の促進

本来食べられるにもかかわらず捨てられる食品である食品ロスは、令和

2年度推計量を国民１人当たりの量に換算すると年間約41kg、これは１人当

たり毎日おにぎり１個分（113g）の食べ物を捨てている計算となります。

消費者庁は、政府の司令塔として、エシカル消費の一つである食品ロス削減

の推進に向けた取組を行っています。食品ロス問題を「他

人事」ではなく「我が事」として捉え行動していただくため、

川柳コンテストなどの表彰の実施や全国のコンビニエン

スストアと連携した「てまえどり」の呼び掛け、地域にお

いて食品ロス削減を担う人材を育成するため食品ロス

削減推進サポーター制度の創設等、関係省庁と連携して普

及啓発を行っています。

このように、消費者教育は、消費者被害の防止から消費行動の促進まで幅広い範囲をカバーしており、消費者だけでなく地方公共

団体、消費者団体、事業者、関係省庁等、様々な関係者を巻き込んで取組を進めています。今後も、デジタル化の更なる進展等、社会

情勢は変化し、消費者の特性も一層多様化していくと思われますが、それらに対応した消費者教育を行っていく必要があります。皆

さんも消費者庁に入って是非チャレンジしてみてください。

食品ロスの削減

消費者庁では、消費者教育が体系的・総合的に推

進され、誰もが、どこに住んでいても、生涯を通じて、

様々な場で、消費者教育を受ける機会が提供される

よう、施策を推進しています。

そして、消費者教育では、「だまされない消費者」

及び「自分で考える消費者」の育成を通じて、消費者

一人一人が活躍できる社会の実現を目指しています。

消費者教育
推進課
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「誰でも簡単にノーリスクでお金を稼げます。」このようなフレーズ

を聞いた時、多くの人は怪しいなと感じるのではないでしょうか。

しかし、これを言った人が親しい友人など、自分が信頼できる人で

あったとしたら、親しい友達が言っていることだから、大丈夫かな？と

思ってしまうかもしれません。親しい友人でなくても、道端で急に声を

掛けられたり、自分がよく知らない物の話をされたり、強い口調で

言われたりしたときは、不意のことで冷静な判断ができないことが

あります。

適正に事業を営む事業者がいる一方で、一部には不当な手段を

用いる悪質事業者が存在し、悪質事業者は消費者が断りにくい状況

や消費者の不安をあおり正常な判断ができない状況などを創作し、

巧妙に契約を迫ってきます。実際にどのようにして消費者被害が発生

するのか、それに対して我々がどう対応するのか少しご紹介します。

狙われる消費者、
迫る悪質事業者、
戦う消費者庁

なぜ消費者被害が発生するのか

消費者被害と聞くと、高齢者の被害が多いように思えます

が、若者にも被害は広がっており、比較的多くの若者が被害を

被っている取引として、マルチ商法があります。マルチ商法は

個人を販売員として勧誘し、更に次の販売員を勧誘する形で、

販売組織を連鎖的に拡大して行う商品・役務の取引で、具体的

には下記のような手口があります。

〇新卒者向けセミナーに参加し、そこで親しくなったXから

「師匠」と仰ぐYを紹介され、Yからあるセミナーに参加する

よう誘われた。

〇ビジネスセミナーだと思い参加することにしたが、実際は

自分が別の会員を勧誘し、その会員が商品を購入すれば自

分の利益が増える仕組みのマルチ商法の説明会であり、実

は、Yはセミナー主催グループの一員であった。

〇説明会では詳細が分からず登録手続のみ行ったが、後日

郵送された書類には、登録料や毎月一定の商品を購入しな

悪質商法の手口
ければならない旨の記述などがあった。

〇主催グループは、会員のランクを上げれば、豪邸や外車が

容易に手に入ると説明していたが、詳細な説明を求めると、

結局はローンを組んで商品を購入し、別の個人を勧誘して購

入した商品の再販売やあっせんに係る取引を行うことによ

り得られるマルチ商法の収入でローンを返済しなければな

らないとのことだった。

上記のような話を聞いたことがある人もいるでしょう。そし

て、このような話は怪しいと分かるし、私は引っかからない、

大丈夫と思っている方もいると思いますが、それでも悪質商法

による被害が後を絶たないのが現状です。実際には様々な状

況で勧誘が行われ、最近では皆さんに馴染みのあるマッチン

グアプリやSNSを通じて単なる講演会、ホームパーティなどと

目的を偽って近付き、言葉巧みに勧誘されるという苦情が増

加しているのです。

消費者被害が生じやすい特定の取引について、事業者が遵

守すべきトラブル防止のルールや消費者を守るルール等を設

け、法違反行為が行われた場合、行政機関による取締りの規定

を盛り込んでいるのが、消費者庁が所管する特定商取引法です。

具体的には、事業者は訪問販売、通信販売、電話勧誘販売、

連鎖販売取引（いわゆるマルチ商法）、特定継続的役務提供、

業務提供誘引販売取引、訪問購入の7類型の取引を行うとき、

勧誘開始前に目的や事業者名を明示することなどの義務や

虚偽の説明・重要な事項を告げないことなどの禁止行為等が

定められています。これにより、消費者が勧誘を受けるか拒否

するか判断する機会を確保し、意思決定を歪めるような不当

行為により消費者が適正な判断ができないまま契約してしま

うことを防止しています。さらに消費者自らが自力救済を図る

ために、消費者による契約の解除である「クーリング・オフ」

などの民事ルールが設けられています。

消費者被害を防ぐ武器

このようなルールを設けているにもかかわらず、それに違反

する不公正な勧誘行為を行った事業者に対しては、業務等

停止命令や指示を行い、またその実効性を高めるため、業務

等停止命令の対象となる法人の代表者などに対しては併せて

業務禁止命令を発出するなど厳正な処分を行います。対象事業

者は、一定の期間命じられた範囲の業務を行うことができなく

なりますが、悪質事業者は法違反行為をして利益を得ており、

消費者はその被害を受けています。行政処分公表後は、消費者

執行に必要な心構え
からも問合せがあり、その都度、私たちに寄せられる期待の大

きさに身が引き締まるとともに責任の重さを実感します。その

ため、日々消費者被害防止のため信念を持って尽力しています。

消費者庁の行政領域は非常に広く、食品ロスの削減といっ

た一般消費者への啓発もあれば、今回説明したような消費者

被害の防止を図り、身近な人や困っている人を助ける仕事も

あります。是非とも興味を持っていただけると幸いです。

外部からの情報提供・職権探知等

調査（立入検査等）

弁明の機会の付与

行政処分

特定商取引法の執行フロー

特定商取引法の歴史的変遷
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取引対策課

マルチ商法
の勧誘だった！！

誘われて
行ってみたら…

マッチングアプリ SNS

いい人に
出合える
かな。
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OECDは、国際経済全般について協議することを目的とした国際機関で、

2,000名を超える専門家を抱え「世界最大のシンクタンク」と呼ばれていま

す。その活動は、数多くの分野別の委員会や作業部会における各国代表によ

る討議と、これらの委員会等で各国代表の活動を補佐する事務局から成っ

ています。

当室が参画している消費者政策委員会においては、デジタル消費者保護

の分野では、オンライン上のダーク・パターン及びデジタル時代のぜい弱な

消費者等の国際研究プロジェクトが、消費者製品安全分野では、製品安全

誓約の政策ガイダンスの議論などが進められてきました。令和5年からは、

新たにグリーン・トランジションに関するプロジェクトも加わります。

OECDを始めとする
国際業務

OECDとは

OECDの本会合は、原則年2回パリの本部で開催されますが、議長、副議長、

事務局から成るビューロー会議は、ほぼ毎月オンライン形式で開催されます。

さらに、個別プロジェクトの有志国から成る作業グループが不定期にオンライン

形式で開催されます。

このようなOECDへの参画において、消費者庁では、平成28年から平成30年

まで消費者政策委員会の下部作業部会である製品安全作業部会で議長を務め、

平成30年から現在まで消費者政策委員会の副議長を務めています。

OECDは38か国の先進諸国により構成されているほか、欧州委員会も参加し

ていますが、共通の課題に対処するに当たっても、各々立場は異なります。一方、

OECDは全会一致を基本としているため、議長、副議長にとって、各国と協議を

重ね、説得し、取りまとめることが大きな役割の一つです。困難を伴うこともあり

ますが、その過程で各国の当局と信頼関係を構築していくと、消費者庁独自の情

報収集や政策課題への対処においても協力を得られるようになります。

さらに、消費者庁は出向者を事務局に派遣しているので、事務局とも連携し、

当庁の意向を反映するよう努めています。

OECDでの役割

当室はOECDだけでなく、ICPEN（消費者保護及び執行のための国際ネッ

トワーク）に参画して詐欺防止月間を実施したり、UNCTAD（国連貿易開発

会議）に出席したりすることにより、新たな消費者問題への感度を高くし、

各国と連携しています。さらに、外務省などの関係省庁と各種連携協定や国

際協力に関する事務の連絡調整を行っています。

消費者庁は、若い役所で、職員数も多くはないため、地方から国際まで、

幅広い経験をする機会に恵まれています。地方の消費者行政の仲間たち、

消費者庁の仲間たち、世界の消費者行政当局の仲間たちが、あなたを待っ

ています。

国際機関

グローバル化の進展により、消費者政策においても、

デジタル化への対応や持続可能な消費の実現など、

一国では対応が難しく、各国の消費者行政当局が

連携して対処すべき世界共通の課題が数多く生じて

います。参事官（調査研究・国際担当）では、OECD

（Organisation for Economic Co-operation 

and Development 経済協力開発機構）を始めとす

る国際会合への参画等を通じ、消費者行政に関する

国際的な連携強化を図っています。

参事官
（調査研究・国際担当）
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モデルプロジェクトの一つとして、「SNSを活用した消費生活相談の実証実験」を

行っています。令和4年4月の成年年齢引下げを踏まえ、若者の消費者トラブルの防

止・救済に向けた取組の推進が急務になっています。そこで若者の利用率の高い

SNSを活用した消費生活相談（SNS相談）を試験的に導入しました。実証フィールド

は徳島県から始まり、関西、全国へと取組を広げており、消費生活センターにおける

通常の平日・日中の相談対応手法として有用であることが分かっています。

未来の消費者行政を
創造する

新未来創造戦略本部とは

SNSを活用した消費生活相談の実証実験

モデルプロジェクトの一つに「エシカル消費の普及啓発」があります。エシカル消費

の中でも持続可能な衣服の消費に関する取組である「サステナブルファッション」の

普及啓発のため、イベント等を実施しました。特に令和3年12月に開催した「ファッ

ションから考えるサステナブルな未来～わたしたちができること～」では、サステナブ

ルファッションに知見のある有識者による、分かりやすいトークショーやファッショ

ンショー等を実施しました。このようなイベント等の実施に係る業務は、いかに消費

者に親しみのある内容にできるか、チーム内で１からイベントを企画・立案し、何度も

打合せを重ねて苦労する面もありますが、目標に向かってチームメンバーが一丸と

なれるやりがいのある仕事です。

サステナブルファッションイベント等の開催

消費者問題の傾向分析として、全国の消費生活センターに寄せ

られた消費生活相談情報について、テキストマイニングの手法を

用いた分析を実施しています。テキストマイニングとは、文章データ

を単語や文節で区切り、それらの出現回数や出現傾向を基に文章

の特徴を可視化する方法のことです。例えば、令和2年１月から12

月までの１年間のコロナ関連の相談情報を分析したところ、時期

によってマスク関連の相談やGoToトラベルに関するトラブルの

相談といったトピックが現れました。

近時の取組として、消費生活に係る未来のビジョンを見据え、未

来の消費生活をより良いものとしていくために、官民連携の取組

として「新未来ビジョン・フォーラム」を令和4年11月に立ち上げま

した。

他にもここには書ききれないほど沢山の取組を実施しており、

そんな未来本部での経験はとても貴重であり、更には自身の視野

が広がって多くを学ぶことができる場ともなっています。得た知識

をフル活用して、仕事にいかすことができるので、充実した日々を

送れます。

「テキストマイニング」を使ったデータ分析

貴重な経験と学びの場

徳島県にある消費者庁新未来創造戦略本部

（以下、未来本部）では、「グローバル」「日本全

国へ」「官民連携」の三つを重点的な施策として

日々業務を行っています。未来本部では、様々

なプロジェクトを実施していますが、その中で

も今回は、モデルプロジェクトと国際消費者政

策研究について御紹介します。モデルプロジェ

クトでは、徳島県等を実証フィールドとして活用

し、消費者行政の先駆的な取組を実際に行い、

全国展開に向けての課題の洗い出しや解決へ

の検討を行っています。国際消費者政策研究で

は、デジタル化や高齢化等の社会情勢の変化

による新しい課題に関する研究を大学の先生

等と連携しつつ研究しています。

新未来創造
戦略本部

上司への相談

打合せ

相談窓口

窓口



そのものをより良くするためのツールを

提供する仕事ですが、その提案に当たって、

それぞれの課のこれまでのやり方を否定す

ることがないように意識をしています。

　原課も我々も、「消費者の利益のために」、

「国がより良くなるように」という目標は一

緒です。その中で、原課の施策がより効果的・

効率的に行われるよう、「どこにボトルネッ

クがあって何を変えるべきかを一緒に考え

たい」と熱意を丁寧に伝えることを心掛けて

います。皆で気楽にアイディアを出しやすい

関係性を作ることが理想です。

藤岡　確かに、庁内全体の協力が必要な

仕事ですのでチームワークやコミュニケー

ション能力が重要だと感じる日々です。デジ

タル推進室は、民間出身者や他省庁からの

出向者が多く、各分野の専門的な知識で分

からないことがあると分かりやすく教えて

いただけるので業務がやりやすい雰囲気が

ありますよね。

琴野　執務室がフリーアドレス化されている

のも良いですよね。誰かが「これどうしよう」

と投げ掛けると、皆がその辺の椅子を引っ

張ってきて、その場でいきなりディスカッショ

ンが始まる、みたいなことがあって面白い

(笑)係の垣根なく、それぞれの職員が知見を

持ち寄って議論できるのがすごく良いなと

思います。

藤岡　ちなみに、琴野さんは仕事終わりや

休日はどのようにリフレッシュしています

か？

琴野　私は社会人・妻・母親といったいくつ

かの役割を持っていますが、役目を果たそう

琴野　デジタル推進室は新設して間もない

組織ですが、藤岡さんは前例のない新しい

ポストで苦労したことはありますか？

藤岡　消費者庁として「デジタル推進」を

加速しようという中で多岐にわたる役割を

担うため、学びが多い反面、新設された部署

ならではの事務作業などは初めての経験が

多く業務を進める上でも、なかなか一筋縄で

はいかない点に苦労しました。なので、まず

は既存の業務の流れを見直すことから始め

ました。

琴野　確かに、新しいポストだと、業務の進

め方ややるべきことが決まっていないので、

判断に迷うことは多々あると思います。そう

いうときに大事なのは、“自分たちが何のた

めに仕事をしているのか”というミッション

に立ち返ることだと思います。

藤岡　琴野さんは他課室と調整をして業務

を進めることも多いと思いますが、コミュニ

ケーションを取る上で特に意識しているこ

とはありますか？

琴野　（デジタル推進室の業務である）DXも

EBPMも、どちらも原課の業務フローや施策

とするばかりだと疲れてしまうので、ネイル

に行く、アクセサリーを買いに行くとか(笑)

そういう自分のことだけを大事にする時間

を意識的に持つことでリフレッシュしていま

すね。

藤岡　私もネイルや美容院に行くのがすご

く好きなので、これからも自分の時間を思

いっきり楽しんで、仕事とのメリハリを付け

たいと思います！

志望者のみなさんへのメッセージ

琴野　今、行政においては、変化の激しい社

会にいかに対応していくかが非常に重要な

課題とされています。社会の中で今何が起

こっていて、解決すべき社会課題は何なの

か、そのために誰に何を手当てする必要が

あるのかといったことを柔軟に考え、積極的

にチャレンジし、うまくいかなければ機動的

に改善することが重要です。意外とクリエイ

ティブな仕事なので、そういうことが面白い

と思ってもらえる人に来ていただきたいな

と思います。

藤岡　「国家公務員」というと堅いイメージ

を持たれがちですが、実際にはそうではあり

ません。DXなど新しいことを始めようとして

いる中で、その業務に柔軟に対応できるよう

な人材がこれからもっと必要になると思い

ます。消費者にとってより良い社会が実現で

きるよう、職員一同、日々頑張って業務に取

り組んでいますので、少しでも消費者行政に

興味がある方は是非説明会や官庁訪問にお

越しください！

平成25年入庁・総合職（院卒）
課長補佐

琴野 綾音
Kotono Ayane

平成30年入庁・一般職（高卒）
係員

藤岡 桃子
Fujioka Momoko

令和4年入庁・総合職（院卒）
係員

伊川 萌波
Ikawa Monami

平成26年入庁・総合職（院卒）
課長補佐

北島 孝紀
Kitajima Takanori

クロストーク
デジタル
推進室

消費者
安全課

が移管されることで、それぞれの機能がより

強化されたり、効率化されるなど、前向きな

効果が期待されていたはずですが、まだ縦

割りな部分が残っていて、十分にはそのよう

な効果を発揮できていないように感じます。

消費者庁のポテンシャルを最大限発揮する

には、職員が自分の課だけでなく、消費者庁

全体の課題、任務に目を向けていくことが

必要です。消費者庁採用の職員こそ、積極的

にその役割を担っていくべきだと思います。

是非、伊川さんも今からそのような意識を

持って業務に取り組んでいってください。

北島　伊川さんは、入庁時に消費者安全課

に配属されて間もなく２年目を迎えますね。

これまで総括係として、庁内外からの各種

照会への対応や、国会業務、予算業務、各業

務の日程や決裁の管理、行政文書の整理な

ど、様々な業務を行ってもらっており、頼もし

く感じています。１年経って少し余裕も出て

きたように思いますが、２年目を迎えるに当

たって何か目標はありますか？

伊川　総括係は課の業務全体を把握し、更

には庁全体の動きにまでアンテナを張って

仕事を進めることが求められていると感じ

ています。ただ1年目は自分の目の前の業務

にばかり気を取られて、なかなか全体を見な

がら仕事をすることができていませんでし

た。2年目は課の業務への理解を深め、課の

取りまとめ役としての仕事を十分に担える

ようになるとともに、庁全体、社会全体の中

で自分たちの仕事がどのような役割を果た

すのかを意識しながら業務と向き合ってい

きたいです。また消費者行政を担う消費庁

北島　伊川さんは入庁して約１年が経ちま

すが、仕事には慣れてきましたか？

伊川　私が所属している消費者安全課は、

安全行政の司令塔として、事故情報の一元

的な収集や分析を行い、被害の発生や拡大

防止のための取組を行っています。消費者

事故と一言で言っても、その内容は製品、食品、

サービスなど様々な分野にわたっており、

入庁当初はその担務の広さに驚かされまし

た。右も左も分からなかった入庁直後に比

べると、仕事にも慣れてきて、日々の業務に

やりがいを感じ、楽しめるようになってきた

と思います。周りの方々のサポートも大きく、

些細な相談事でも親身になって話を聞いて

くださり、アドバイスをくださいます。また、

1年目であっても、業務においては一人の職

員として真摯に耳を傾け、一緒に考えてくだ

さるので、安心して業務に取り組むことがで

きています。

伊川　北島補佐は入庁してから８年が経って

いますが、係員、係長、課長補佐を経験して、

仕事をする上で大切にしていることや意識

することに変化はありましたか？

北島　「消費者目線」という言葉が使われる

ことがありますが、消費者庁の職員として働

く上で、消費者としての気付きや感性はとて

も大切だと思っています。これは様々な業務

を経験した今でも変わっていません。一方変

わったこととしては、入庁した頃には見えな

かった組織の課題が少しずつ見えるように

なってきました。例えば、消費者庁の設立に

当たっては、様々な組織から所管法令や業務

が移管されてきています。消費者庁に業務

職員の一員として、政策に関して自分の意見

を持ち、それを積極的に言語化していくとい

うのも、目標の一つです。消費者庁は、若手

でも政策立案を担う意識を持って、積極的

にアウトプットしていくことが歓迎される

環境なので、そういった環境をしっかりいか

していけるようになりたいです。

北島　伊川さんは普段から自分で調べ、考え

て業務に取り組んでいますから、経験を蓄

積していけば更に成長していけますよ。来年

度からは先輩として後輩を指導したり、サ

ポートしたりすることも必要です。人を指導

したり、サポートしたりするには、自分の考

えや意見が整理されていることが必要です。

各法令はもちろん、課の任務、消費者庁の

任務に照らしてどう考えるべきか、常に意識

しながら取り組んでいけると良いですね。私

自身もまだまだ修行中の身ですが、課長や

課内の皆さんの力も借りながら、消費者が

安心・安全で豊かに暮らせる社会の実現に

取り組んでいきたいと思います。伊川さんの

活躍にも大いに期待しています。

×先輩 後輩
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ためにどのように制度を変えればいいのか

ということを関係する省庁の大臣に意見を

出すという仕事もしています。意見を出すこ

とで、事故の起きた原因となった仕組みを変

えていき、世の中を変えていく。そういう仕

事をしております。私の役割は、科学的な観

点から調査を第一線でされている方、法律

や制度を考える方、これが両輪になってうま

く回るように調整したり、役人的な観点から

他省庁との調整がうまく進むようアドバイス

したりして、室のポテンシャルを最大化して

いくことです。

竹重　私は弁護士ですが事故の調査も担当

しております。事故調査は「誰が悪かったの

か」という責任追及ではなく、事故の再発防

止を目的として「なぜ事故が起きたのか」を

科学的に調査するもので、調査に必要な知

見・経験を有する担当の専門委員と具体的

な調査を実施し、部会や委員会で御審議し

ていただき、報告書を取りまとめていきます。

最近では、学校の施設又は設備による事故

の調査について公表しています。この調査で

は、事故情報を集め、学校にアンケートを行

滑川　事故調査室の総括担当は、消費者安

全調査委員会という審議会の事務局として、

会議の準備や委員との調整をするのが主な

ところです。それ以外にもいろいろと役目は

ありますが、当室で実際に調査を行っている

方々のフォローを行うこともあります。例え

ば、手続的な面で実際の調査を行う人の

フォローをしたり、あるいは各省との調整に

おいて調査の担当の方々のフォローをした

り、そういうことで、室員の負担を減らして、

消費者安全調査委員会の活動や事故調査室

の中を円滑に進めることをつなげる業務を

しています。事故調査室は、民間出身の方が

多い、役人が少ない消費者庁の中でも特別

な部屋です。だからこそ、プロパーとしての感

覚が役に立ち、違った視点を示すこともでき

ますし、必要なときのブレーキにもなるとい

うこともあります。

加藤　事故調査室は、単に事故の原因究明

をするだけではなく、事故の再発を防止する

い、使われている安全点検表を収集し、学校

の訪問、学校保健安全法などの法令、文部科

学省が作成している資料などの調査を行い、

これらから事故がなぜ起きているのか原因

究明を行い、再発防止策を検討し、文部科学

大臣に意見を行いました。こういった調査、報

告書作成、意見具申が我々の業務となります。

池田　我々は消費者安全調査委員会の事務

局をやっていますので、その事務局として委

員会の運営が円滑に進むように常に努力し

ているのが一番です。

池田　私は昨年の６月に消費者庁に着任し

ましたが、それまでは独立行政法人国民生活

センターで商品テスト部にいました。国民生

活センターに入所してから、ほぼずっと商品

テスト部におり、事故のあった商品をテスト

する部署で、周りが理系の職員だけで、技術

を積み重ねていかないといけませんので、

商品テスト部自体が同じメンバーでずっと

進んでいくのが当たり前でした。消費者庁に

来てからは、プロパーの方、弁護士の方、他

省庁の方、それから、民間出身者。あらゆる

背景で、あらゆる職歴を持った方がいる。

それだけで毎日が刺激的です。同じ頭では

なく、違う考え方や意見もいっぱい出るので、

それを皆でどうやって良い方向に持ってい

くのか。そういう仕事がここでの仕事になり

ました。

　社会経済環境の変化や消費者行動の変化

等も合わさり、何を調査の対象として、どのよ

うに原因を追究するのか、実効的な再発防

止に向けた意見の検討など、自由度が高く、

扱う法令や制度は多岐に渡り、これに応える

ための委員の専門性も非常に高く、幅広い

です。皆様の専門性に一生懸命付いていって

学びつつも、消費者事故の防止につながる

具体的な施策の実現に自分が関与できる、

そういった組織だと思います。

滑川　事故調査室は、いかにも消費者庁っ

ぽいところだと思います。消費者安全と一口

に言っても、食品の事故もあるし、製品の事

故もあって、ほぼ何でも含められますので、

まさに、竹重補佐にお話しいただいた学校の

報告書なども、学校など文部科学省の所管

だといっても、消費者庁で取り扱えられたり

とか、文部科学省に相談できたり、本当に

何でもできる面白さがあります。それゆえに、

すごく範囲が広くて自由なので、つかみどこ

ろがなく、作業を進めていく難しさがあり

ます。なので、そういうものを面白いと感じ

られる方が是非消費者庁に来てほしいなと

いうところなのかなと思います。

　あと、消費者庁出身の方は先輩後輩問わ

ず良い方ばかりで、出向されてきた方からも

消費者庁の人はすごく良いねと言ってくれ

ます。役所としての規模は、決して大きくない

ですが、幹部との距離感も近く、上の方とも

密に相談ができるので、そういう距離感の近

さも消費者庁の特徴であり、良さなのかなと

思います。

池田　我々は消費者事故に関する業務をし

ています。あらゆる人が消費者事故に遭う

可能性があり、家族や親戚など身近な人にも

あります。事故調査室では最新の事故情報を

分析することで、どういう危険・事故がある

のか把握できます。ここでの仕事は、被害に

遭う方を一人でも減らし、世の中にも貢献

加藤　私は内閣府の出身なので、内閣府、あ

るいは出向していたいわゆる事業官庁と呼

ばれるところとの違いについてお話しします。

消費者庁というよりも事故調査室の話にな

りますが、ここは霞が関では珍しく、政策の

全体を俯瞰する仕事という視点と、それから、

現場視点。これを両方とも併せ持っている

希有なところかなというふうに思っています。

　他省庁だと、全体を俯瞰できる面白さはあ

るけれども国民と直接対する仕事が少なく

て、もどかしさも感じることもあったり、逆に、

もっと視野を広げて制度とか省庁とかの

枠を超えればもっとうまくできることがある

のではないかな、というもどかしさを感じる

こともありました。

　この事故調査室は、現場視点、それから、

全体を俯瞰する視点の両方を持っていると

思っています。事故調査を第一線でやると、

事故に実際に遭われた方や関連する団体

などから現場の声をお聞きする機会もあり

ます。そのような現場の視点を持てる上に、

省庁や制度の枠組みを超えて再発防止の

ための仕組みを考えて関係省庁へいろいろ

意見を出すこともできます。とても毎日楽し

く仕事をさせていただいており、他の省庁に

ない魅力だと思っています。

竹重　私は弁護士として法律事務所、企業

内弁護士、市役所と、消費者、事業者、住民と

直接接する行政を経験してきました。民間や

基礎自治体と比較した消費者安全調査委員

会の特色は権限の大きさと責任の重さだと

思っております。

　消費者安全調査委員会は、法律に基づき

消費者庁に設置され、消費者の生命身体

事故について、関係行政機関の長への協力

要請、立入検査や質問などの調査、内閣総理

大臣への勧告や関係行政機関の長へ意見具

申をする権限を有しています。複数の省庁に

またがる事案、どの省庁も権限を有してい

ない事案なども調査の対象です。消費者の

生命・身体の安全を確保するために新たな

法令を企画・立案すべきという意見を他の

省庁に出すことのできる、ビッグでクリエイ

ティブな仕事に関わらせていただいており

ます。このような他の省庁にはない権限、そ

してその大きさは、責任を伴うものと思って

います。

できるのが魅力だと思います。

加藤　消費者事故は俗に隙間事故と言われ、

これはこれまで規制や法令上の縛りなどが

ないところで起きた事故という意味ですが、

こういった隙間事故はこれからスタートアッ

プとかDX・GXなどで社会が大きく変化して

くる中でますます出てくるのだと思います。

　既存の仕組みや制度だと対応できない部

分は多いのですが、消費者庁はまだ新しい

組織ですし、新しい政策分野だからこそ、そ

れに逆に柔軟に対応できる部分が多いと思

います。いろいろなことにチャレンジをした

い人にとってみればすごく魅力的な職場だ

と思います。

竹重　消費者庁プロパー職員の中には、

ロースクール出身の方や司法試験に受かっ

た方も活躍されています。消費者安全確保の

ためには、日本の法令や制度の調査だけで

なく、海外の法令や制度を調査し、日本に応

用することの検討も重要です。ロースクール

出身の方や司法試験に受かられた方も是非

消費者庁への入庁をお待ちしています。

滑川　消費者庁は扱う分野が広いので、何

がやりたいということや、仕事のイメージが

つかめないという方でも、消費者庁で働く中

でこういう方向で進んでいきたい！というも

のを見つけることができて、探していくこと

ができる。そんな職場かなと思っているので、

是非消費者庁の業務にも興味を持ってもら

えたらうれしいです。

室長
国民生活センター出向者

池田 正慶 
Ikeda Masanori

課長補佐
内閣府出向者

加藤 翔一
Kato Shoichi

課長補佐
弁護士（特定任期付職員）

竹重 勇輝
Takeshige Yuki

係員
消費者庁プロパー職員

滑川 翔太
Namekawa Shota

クロストーク

皆さんの現在の業務について
教えてください。

消費者庁はどんなところですか？ 

就職活動中の学生のみなさんへ
メッセージをお願いします

×他省庁
出向者

弁護士
（特定任期付
職員）
× 消費者庁

プロパー
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着任当時、成年年齢引下げやSDGs等を

背景に、自立した消費者としての力を身に着

ける教育への期待が社会的に高まっていま

した。消費者教育の推進にとって追い風で

ある一方、これまでの延長線上ではない、

積極的な取組が要求されていました。学校

教育現場や自治体、NPOなどによる熱心で

先進的な取組を普遍的なものとして未来に

つないでいくこと、また、そのための持続

可能な体制を幅広い主体を巻き込んで作り

上げることを、消費者庁の使命と感じました。

例えば、全国各地の消費者行政部局や教育

委員会に出向き、より実践的な教育の

ための議論や提案をし、また、求心力のある

著名人とのコラボレーションによる広報や

シンポジウムにより、消費者庁の発信力強化

を図りました。いずれも、未来への種をまく

ような仕事だったと思います。教材化して

全国展開することも見据えて実施した、エシ

カル消費がテーマのワークショップの後、参

加した小学生から手紙を頂いたことがあり

ます。講師役の私が「家族や学校の友達にも

伝えて広げてね」と言ったことが印象に残り、

取組の輪を広げていきたいと思った、という

言葉に、確かに種をまくことができたと実感

して感激しました。

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に

伴い、マスクやアルコール消毒液を始めと

する生活関連物資が店頭からなくなりまし

た。物資所管省庁が増産支援を行い、また、

製造・物流・小売といった各段階の事業者も、

休みなく製品を市場に送り出しているのに、

消費者の私たちの目の前にはない、という

事実に、がく然としました。マスクやアルコー

ル消毒液の転売を禁止するなど流通の正常

化を図るとともに、消費者にとって安心材料

となるような供給に関する確たる情報・デー

タと合わせて、「安心して冷静に購買行動を

取ってほしい」というメッセージを発信し

続けました。刻々と変化する物資の需給の

ひっ迫の状況を見極め、省庁も役職も超え

て意見を交わし、何をすべきか考え抜く中で、

消費生活という国民全ての日常を支える責

任の大きさと難しさを痛感しました。

消費者庁は、所管法律が多く、各法律や制

度について社会の変化や運用状況を踏まえ

た不断の見直しを行っており、私は、消費者

裁判手続特例法の改正を経験しました。法

改正による制度整備は、国の仕組み作りと

いう国家公務員ならではの業務ですが、運

用実績の収集・分析、ヒアリングや意見調整、

条文における表現の緻密な検討、といった

地道な作業の積み重ねです。しかし、今ある

制度が、立法時に期待された役割を十分発

揮できているかを検証し、より使いやすく、

より多くの消費者を救済できるようにする

ために何が必要か、という視点からの検討

は、未来の全ての消費者を支えるものであ

り、やはり大きなやりがいがあるものです。

キャリアプランキャリアプラン

消費者教育・地方協力課
消費者教育推進室

（現・消費者教育推進課）係長
平成29年12月～

参事官（調査・物価等担当）付 
主査

令和２年５月～

消費者制度課
政策企画専門職
令和２年７月～久保 美奈海

K u b o  M i n a m i

公正取引委員会事務総局　

経済取引局調整課　

課長補佐
［平成27年入庁］

試験区分　総合職（院卒）

キャリアプラン

平成27年
平成28年
平成29年
平成29年

令和２年

令和４年
令和４年

４月
1月
４月
12月

２月
５月
７月
３月
７月

消費者制度課　審査係　
総務課　審査第一係　
総務課　企画係
消費者教育・地方協力課　
消費者教育推進室　（現・消費者教育推進課）係長
地方協力課　総括係長
（併任）参事官（調査・物価等担当）付　主査
消費者制度課　政策企画専門職
消費者安全課事故調査室　課長補佐（総括）
(現職)出向中

経歴

役職に応じた
仕事の仕方の変化

今までを振り返って

役職や年次にとらわれず、その時々の環境の中で自身の存

在意義をどのように発揮できるかを意識することを心掛けて

います。

例えば、法改正の際は、法曹資格を有する任期付職員や他省

庁からの出向者など、専門的なバックグラウンドを持つ職員に

囲まれていました。その中で、彼らのような専門知識はなくと

も、消費者行政を軸足に積んできた経験をいかして貢献しよう

と、有識者検討会における議論、内閣法制局審査、政府内協

議・調整、国会審議といった法改正に係る膨大なプロセスの全

体像を意識し、先回りして線路を引いていくよう努めました。

また、消費者安全課事故調査室の課長補佐（総括担当）とい

うマネジメントの立場の経験が、「チームとしてのアウトプットを

最大化する」ことの意識につながりました。職員各々の専門性

等を最大化しつつ、そうではない部分を補ったり、前進の後押

しをすることには、難しさと背中合わせのやりがいがあります。

これからの時代に生きる人の生活を根底から支えるため、

それを目指す組織の推進力の一端として貢献したい、という、

消費者庁での仕事を志したときの思いにつながっていると感

じます。

社会や消費生活の変化に合わせ、安全・安心を確保する

ための方法もアップデートを重ねる必要があります。消費

者の安全・安心の確保は永遠の課題であり、いかに取組を

重ねようとも十分ということはなく、何をすべきか常に問い

続けなければならないのだと思います。だからこそ、目の前

の課題に懸命に取り組んだ経験の全てが、その後の仕事に

つながっていると感じます。

Career

▶ ▶

また、消費者庁は所管する業がなく、実効性ある施策の実

施には、制度整備、法執行、教育・啓発等のどの領域でも、幅

広いステークホルダーとの協働が特に欠かせません。その

ため、常に視野を広げておくため、社会で起きていること、

新たな商品・サービスや市場の広がりについては、広く興味

を持つよう心掛けており、これは、出向先での業務にもいき

ていると感じます。
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私は現在、オックスフォード大学の公共政

策大学院に通っています。ここでは、50以上

の国から、行政のみならず多様なバックグラ

ンドを持つ学生が集まり、お互いを高め合

いながら学業に励んでいます。授業では、世

界各国の政策について、経済学や政治哲学

の観点から議論する機会があり、建設的な

議論を行うためには、政策の技術的な側面

だけでなく、その国や地域の社会文化的な

背景を知ることが不可欠です。その過程で

は、法制度、行政課題、社会通念を含め、国や

地域ごとに実に多様な実態があることに気

付かされます。

消費者行政においても国際化が進み、国

際機関との連携、外国政府との調整といっ

た国際業務は更に重要性を増していくもの

と考えられますが、海外での修学は、こうし

た業務に役立つ国際感覚を養うという面で

も貴重な機会であると感じています。帰国後

に多くのことを還元できるよう、今後とも一

つ一つの経験を大切に過ごしていきたいと

思います。

留学体験談

プロパー職員の取組

多様性の中に身を置いて

消費者庁の取組への評価と今後果たすべき役割への展望

消費者庁採用の職員（プロパー職員）のキャリアパスについて

職員採用活動の一層の充実を目指した広報の改善について

消費者庁設立の議論は、様々な消費者問

題が相次いで生じたことによる国民の不安

の高まりを受けて、異例のスピードで行われ

ました。もっとも、設立から13年が経ち、最近

の新規入庁職員にとっては子供の頃の出来

山口 裕士
Y a m a g u c h i  Y u j i

［平成29年入庁］

試験区分 総合職（大卒）

平成29年

令和元年

令和３年

令和４年

消費者政策課総括係　

総務課審査係　

金融庁監督局証券課企画係

総務課人事企画室人事専門職

経 歴

オックスフォード大学

消費者行政をアカデミックな議論やグ

ローバルな視点から進展させる。その思い

で留学を決意し、一年半が過ぎました。言語

の壁や文化の違いから初めは戸惑ってばか

りでしたが、学生として思い切ってコミュニ

ケーションが取れることは貴重な経験とな

りました。

留学を通じ、統計学、経済学などのツール

や政策分野ごとのメカニズムを学びました。

これらの知識は政策立案の骨太な議論に役

立つと確信しています。また、円安や物価上

昇など日本であまり意識できていなかった

消費体験も糧になるのが消費者庁職員の強

みです。現在は卒業論文に取り組んでおり、

地道な研究経験を帰国後に還元したいと思

います。

消費は国際化する一方で消費者行政は各

国で大きな違いがあるので、グローバルな

対話がより重要になります。留学を始めチャ

レンジ精神のある皆様と一緒に働けること

を楽しみにしています。

異国の地で消費者行政に想いを馳せる

井村 勇貴
I m u r a  Y u k i

［平成29年入庁］

試験区分 総合職（院卒）

平成29年

令和２年

令和３年

令和３年

　消費者制度課　総括係　

　消費者教育推進課　総括係　

　消費者政策課　政策企画専門職

　参事官(調査研究・国際担当)付　

　政策企画専門職

経 歴

カリフォルニア大学サンディエゴ校

海外留学

事となりつつあります。そこで、設立やその

後の取組に関わった関係者に対し、当時の

経緯や、当時存在した消費者庁・消費者行政

ならではの論点、いかにして困難を乗り越え

たかといった点について聞取りを行い、今の

消費者庁におけるプロパー職員の採用が

始まってから10年以上が経過し、それぞれ

の職員が、他省庁・都道府県等への出向や海

外留学といった多様な経験・知見を積んでき

ました。また、令和2年度に徳島県に新未来

創造戦略本部が設置されたほか、令和6年

度中を目途に厚生労働省から消費者庁へ

食品衛生基準行政が移管される予定である

など、消費者庁組織も年々拡大・変化していま

す。これらを踏まえ、プロパー職員の今後

のキャリアパスを、プロパー職員自らが今

一度しっかりと検討する必要があると考え、

このアクティビティを立ち上げました。

どの職員も希望を抱きながら業務に励め

るよう、能力・経験（実績）に基づく、多種多

様なキャリアパスの策定や、キャリアパスご

とに必要とされる能力・経験（実績）はどの

タイミングでどの程度までかなどを検討して

います。

当該アクティビティは職種や年次に関わ

らず議論を行いたい、との思いから、現在は、

課長補佐クラスから今年度入庁した職員ま

で幅広い職員８名で和気あいあいと活動を

採用活動における広報は、有為な人材の獲得のためには非常に重要ですが、これまでの広報は、①新卒採用については人事院主催の業務説明会

への参加、②任期付職員・政策調査員・選考採用についてはHPへの掲載等、受動的対応に留まっているのが現状です。そこで、採用活動における

訴求力を高めていくために、どのような広報を行えば良いのかを議論をしております。

このパンフレットの作成も、このチームの活動の一部です。人事企画室と相談しながら、より消費者庁に注目していただけるように広報活動を

頑張ります！

職員の財産となるように取りまとめたいと

考えています。

さらに、過去の記録作成に留まらず、消費

者行政内外からの示唆等を踏まえて、変化

の激しい社会の中で今後の消費者庁が果た

すべき役割を展望することも目的としてい

ます。

消費者庁の使命は、消費者庁がどのよう

な問題意識の下にできたかという設立時の

議論が深く関わっています。また、設立後の

取組一つ一つをとっても、様々な議論と担当

者の試行錯誤があったはずです。こうした、

年表を見るだけでは分からない関係者の生

の声を集めることで、職員誰もが消費者庁

の使命と軌跡を再確認できるようにしたい

です。また、各界の有識者に今後の社会変革

に対するお考えを伺いながら、将来の消費

者行政のあるべき姿を、若手職員なりの自

由な発想で考えていきます。

しています。職員だけではなく、消費者庁を

志望してくださる方々にも自身の働くイメー

ジを少しでも持っていただけるよう、検討を

進めています！



伊川 萌波
I k a w a  M o n a m i

消費者安全課
令和4年入庁
総合職（院卒）

あなたが見守りたい人は？

遠方で一人暮らしをしてい
る祖母です。普段はなかな
か会うことができないので、
目の届かないところでトラ
ブルに巻き込まれないよう、
消費者庁の公表資料や
Twitterの情報を共有したり
しています。

堀　咲奈
H o r i  S a n a  

総務課管理室
令和4年入庁
一般職（高卒）

好きなトクホの商品は？ 

特茶です。たくさん食べて
も、これさえ飲めば多少は
罪悪感が払拭されるので
好きです。

原　千紘 
H a r a  C h i h i r o

総務課企画係
令和4年入庁
一般職（大卒） 

買うときに
注意する表示は？

家族が食物アレルギー
を持っているので、アレ
ルギー表示です。
お土産に購入するお菓
子等に家族が食べられ
ないアレルゲンが含ま
れていないか、必ず確認
して購入します。

名達 彩恵
N a d a c h i  H a n a e

食品表示企画課
令和4年入庁
一般職(大卒)

冷蔵庫によく余っている
もので作れる
おいしい料理は？

その時に冷蔵庫に残ってい
る野菜で作るシチューです。
入れる食材によって風味が
変わるのが楽しいです。

山本 佑輔
Yamamoto Yusuke

消費者制度課
令和4年入庁
総合職（大卒）

気になる公共料金は？

ガス料金です。
自宅がプロパンガスを
使用しており、原料価格
の高騰などで負担増と
なっているので気になっ
ています（都市ガスを使
用していた昨年に比べ、
ガス代が3倍近く高く
なっていました。）。

増本　竜
Masumoto Ryu

地方協力課
令和4年入庁
一般職（大卒）

買うときに注意する
表示は？

強いて言うなら消費
期限ですが、参考程
度で過敏に受け取っ
てはいません。言わ
されていませんよ…
本心ですよ…。

冷蔵庫によく余っている
もので作れるおいしい料理は？

１週間の献立を考えて休日に買
物をするので冷蔵庫によく余っ
ているものはありません。買い過
ぎによる無駄な食費を趣味、レ
ジャー費、子供の服・おもちゃを
買うことにも回すことができ、食
品ロス削減にもつながります。

森田 晋矢
M o r i t a  S h i n y a

参事官（公益通報・協働担当）
令和4年入庁
一般職（高卒）

気になる公共料金は？ 

今何かと話題になっている電気
料金です。働く前は、あまり気に
したことがありませんでしたが、
今まさに公共料金改定に際して
所管省庁から協議を受け、消費
者の視点で意見するという部署
にいることもあり、今後の動向に
ついて気に掛けています。

酒井 裕隆
S a k a i  H i r o t a k a

参事官（公益通報・協働担当）
令和4年入庁
 一般職（大卒）

青木 絵理
Aok i E r i

総務課広報室
令和4年入庁
一般職（高卒）

好きなトクホの商品は？

黒烏龍茶です。最初は健
康面を考えて手に取りま
したが、味もすっきりして
いてとても飲みやすく好
みだったため、今では
ジュースと並んでいても
黒烏龍茶を買ってしまう
ほどです！
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出向者の方に聞きました

声

最初の印象は「真面目」で「物腰が柔らかい」。
優しすぎて、逆に大変なのでは？と最初は思っていまし
たが、実は、その物腰の柔らかさを武器に、ぐいぐいと自
分の考えで進めていける強いタイプだな、と最近は思っ
ています。

プロパー職員の印象を教えてください。

他の省庁が「やること」を名前にしているのに対し、「消
費者」とやることの元にあるターゲットを名前にしてい
るところ。「やること」にとらわれず、「消費者」というター
ゲットに向けて、もっと柔軟に施策を実行できるのでは
ないかと期待しています。

消費者庁の良いところを教えてください。

食品会社から出向しているため、消費者庁と
いえば食品に関する表示等のイメージを強く
持っていましたが来てみると、当たり前かも
しれませんが、こんなに幅広く「消費者」を捉え
て対応しているのだと感じました。
特に、消費者トラブルに関して、これまでの生
活では見過ごしがちだった種々のトラブルに
関して知る機会も増え、消費者庁の行う注意
喚起などの重要性を実感しています。
個人的な話題ですが、今年詐欺に遭いそうに
なりましたが、未然に防げたのは、消費者庁で
様々な消費者トラブルの情報をインプットで
きていたおかげだと思っています。

消費者庁に来て驚いたことを
教えてください。

若手職員の声若手職員の声

若手職員の
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薬学部で天然物化学を専攻していました。
私は、天然のカビの作り出す薬効が期待される化合物の生合成
に関わる遺伝子の創薬への活用可能性を探るため、Aspergillus 
oryzaeという酒造りの麴としても有名なカビへ組み込み、その培
養液中に、様々な化合物を投与することで、新規化合物を創出する
ことを目的とした研究を行っていました。

学生時代は何を専攻されていましたか？Q

行政は法律に基づいて行われるものであり、行政の仕事をする上で、法律の
知識は不可欠です。また、消費者の消費行動を考えるにおいて経済の知識も必
要です。
しかし、これらを学生時代に「学問」として勉強しておく必要はありません。む
しろ生活の中で、意識的に、社会の基本的な構造を知り、また多くの製品・サー
ビスに触れておくことが重要です。例えば、大学と自分との間にどんなルール
が適用されているのか考えたり、新しい製品やサービスを実際に使ってみると
いった経験が、入庁後に政策を企画立案する上での力になると思います。

法律や経済の勉強をした方がいいでしょうか？Q

薬学修士取得後、ロースクールにて法学を学びましたが、消費者
庁では、ロースクールで学んだ知識のほか、食品表示や消費者安全
の分野で理系での経験がいかせると考えられる業務があると感じ
消費者庁を志望しました。
消費者庁では、幅広い業務を、多種多様な職員がそれぞれのバッ
クグラウンドをいかしながら業務に当たっていることが特徴的で
す。大学等で専攻していた学問も各職員バラエティに富んでおり、
消費者庁では、皆が何らかの学問の有知識者であり、配属された場
所で「自分にしかできない仕事」ができる職場だと感じています。

なぜ消費者庁を志望しましたか？Q

EBPM（Evidence Based Policy Making）が国等の行政
機関で推進され始めて久しいですが、この事実から何が言え
るのか、逆に、この政策効果を検証するためにどんな事実が
必要なのか、といった思考は、まさに学生時代の研究と共通す
るものだと感じています。
消費者庁の業務には、食品表示、消費者安全など、理系の基
本的な知見があると業務の深みが増す分野もありますし、私
が今配属されている新未来創造戦略本部では、消費者政策に
関する実証や研究を行っています。私は、テキストマイニング
を活用した相談情報データベースの分析研究などを企画実施
していますが、学生時代には経験のなかった新たな手法を学
びながら業務を進めています。

学生時代の研究等の経験が業務で
生かされていると感じる場面はありますか？

Q

新未来創造戦略本部
課長補佐
［平成27年入庁］

総合職（院卒）

平成27年
平成29年
平成30年

令和2年

令和3年

食品表示企画課 総括係
消費者安全課 事故調査室 総括係
消費者安全課 事故調査室 
情報解析第二係長
総務課 総括第二係長
（併任　新未来創造戦略本部）
現職

德永 欽也
Tokunaga K inya

消費者とは、お金を支払って商品やサービスを消費する人の

ことを指します。

国民は全て消費者であり、皆さんも、皆さんの家族や友人も

消費者であるということです。

消費者庁の職員は、“自分自身又は身近な人が詐欺に遭った

経験がある”、“学生時代に行っていたアルバイトで食品ロスを

目の当たりにしていた”、“育児を通して改めて食品表示の重要

性に気付いた”等消費を通して発生する様々な問題点や気付

きをそれぞれ持ちながら日々業務を行っております。

自分自身や身近な人に起こった問題や生活する中での気付

きをそのままにするのではなく、その経験を仕事に還元するこ

とができ、人々の生活を豊かにしていくことができ、実際に自

分自身もそれを実感することができるというのは消費者庁の

大きな魅力だと思います。

今回、パンフレットの作成チームを立ち上げ、改めて消費者庁

の魅力を感じていただけるよう、今までとは違うパンフレットを

作成いたしました。消費者庁では次々生じる新しい環境に対応

理系職員へのインタビュー

パンフレット作成チームから（編集後記）
農学部で化学を専攻し、主に木材を腐らせる木材腐朽菌につい
て研究していました。

学生時代は何を専攻されていましたか？Q

消費者行政という幅広い分野を所掌していることに魅力を感じ、
また、自分自身も多様な経験を積めると考えたからです。実際に入
庁してから携わった業務は、食物アレルギー表示制度の運用や、食
品表示の国際会議に向けた調整、ギャンブル等依存症対策に関す
る消費者への普及啓発など、多岐にわたっています。

なぜ消費者庁を志望しましたか？Q

私の場合は、公務員の試験対策としてでしか勉強したことがありませんでした。もちろ
ん法律や経済の知識があるに越したことはないですが、勉強していたかどうかに関係なく
様々な部署に配属されていると感じています。霞が関では約2年ごとに部署異動がある
ため、その度に新しい分野を勉強しながら業務を進めています。

法律や経済の勉強をした方がいいでしょうか？Q

文系出身の職員が多い中で、理系的な視点・経験があるということは自分の
強みだと感じています。専攻分野において学んだ知識が直接的に生きるという
よりは、研究において結論を得るまでの経験や、理系的な基礎知識が業務の中
でいかせるというイメージです。なお、現在所属している係においては、食物アレ
ルギー表示や添加物表示を所掌しているため、理系出身であることで最初の
取り組みやすさはあったかもしれません。

学生時代の研究等の経験が業務で生かされているなと
感じる場面はありますか？

Q

令和２年　
令和３年

令和４年　

消費者政策課　総括係　
食品表示企画課　
総括係　
現職

するため、若く志にあふれた皆さんの力が不可欠です。是非、消

費者庁の職員として “安心して安全で豊かに暮らすことができ

る社会”を実現しませんか？新たな仲間として皆さんをお待ち

しております。

編集後記 /採用案内理系職員へインタビュー

食品表示企画課
食品衛生係
［令和２年入庁］

一般職（大卒）

吉原 みなみ
Yosh ihara Minami

採用案内

採用実績

Q&A

年度

総合職
（院卒者・大卒程度）

一般職
（大卒程度）

一般職
（高卒者）

2019年度

3（1）人

7（4）人

2（1）人

2020年度

3（1）人

6（4）人

5（2）人

2021年度

3（2）人

4（2）人

0（0）人

2022年度

3（1）人

5（2）人

3（2）人

2023年度

3（2）人

4（4）人

4（3）人

（　）内はうち女性数

総合職
（院卒者・大卒程度）

■ 法律系

■ 政治・経済学

■ 人文・社会科学系

■ その他（理工系 等）

一般職
（大卒程度）

■ 法律系

■ 人文・社会科学系

■ 政治・経済学

■ 教育系

■ その他（理工系 等）

47%

27%

13%

13%

42%

16%
12%

15%

15%

直近5年間の新規採用者の出身学部（専攻）は上記のとおり
です。理工系や教育系の方の採用実績もあります。法律系に

関しては、消費者行政の企画立案などに高度な法律の知識を要する
ことから、法科大学院修了者を含めて多くの採用実績があります。
なお、官庁訪問に臨むに当たり、消費者行政の専門知識は必要あ
りません。採用はあくまでも「人物本位」です。消費者庁が担う幅広い
分野の政策について旺盛な知識意欲を持って学ぶ姿勢、消費者から
企業まで様々な方と対話できるコミュニケーション能力とバランス
感覚などを評価しています。「ありのままの自分」をあなた自身の言
葉で語ってもらえれば良いのです。

理工系や教育系など法律・経済を学んで
こなかった学生でも採用されますか？

Q

A

Q

A 現在、電子商取引や国境をまたぐ越境取引の分
野などで国際型とでもいうべき消費者問題が顕

在化しており、そのような問題への対応に際しては、英
語力が要求されることがあります。官庁訪問時に、英語
力によって足切りを設けることはありませんが、英語力
向上に向けた意欲は常日頃より持っていてほしいと考
えています。

業務において英語力は必要となりますか？
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勤務地

消費者ホットライン188イメージキャラクター イヤヤン

イヤヤンは「泣き寝入りは超いやや!」が
口癖の蝶々です。全国を旅して危険な製
品でケガをした人や強引な勧誘に困って
いる人を見かけると、消費者ホットライン
188を教えています。188にダイヤルし、
問題を解決出来た人が、蝶のように羽ば
たく姿を見るのが大好きです。

MEMO

消費者庁／中央合同庁舎 第4号館
〒100-8958  千代田区霞が関3-1-1  

電話 03-3507-8800（大代表）

FAX  03-3507-9288

消費者庁本庁以外の勤務先（例）

［国内］

●他省庁／内閣官房、内閣府、金融庁、

公正取引委員会事務総局、デジタル庁 等

●地方自治体／埼玉県 等

［海外］

●国際機関／経済協力開発機構（OECD） 等

https://www.caa.go.jp

アクセス

●丸ノ内線・千代田線・日比谷線「霞ヶ関駅」

A1３出口 徒歩５分

●丸ノ内線・千代田線「国会議事堂前駅」

４出口 徒歩５分

●銀座線「虎ノ門駅」

６出口 徒歩５分

消費者庁

新未来創造戦略本部

採用情報はこちら

 

東京メトロ千代田線

六
本
木
通
り

首相官邸
内閣府

特許庁

中央合同庁舎
第8号館

国会議事堂

外務省

金融庁

文部科学省

総務省

国土
交通省

農林
水産省

国会議事堂前駅

虎ノ門駅

経済
産業省

財務省 霞ヶ関駅
A13出口

国会議事堂前駅
4出口

正面玄関
（西門）

中央合同庁舎
第4号館

衆議院
第二

議員会館

衆議院
第一

議員会館

東
京
メ
ト
ロ
南
北
線

溜
池
山
王
駅

外堀通り 東京メトロ銀座線

東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線

霞
ヶ
関
駅

東京メトロ丸ノ内線

虎ノ門駅
6出口

MEMO勤務地
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